
令和６年度第一回ネイパル厚岸運営協議会 議事録 
 

日 時 2024年 7月 30日 16：30～17：30 

場 所 ネイパル厚岸（こぐま） 

事務局 三間、加藤、上杉 

 

運営協議会委員 

  氏  名 所属団体/役職名 参加 

1 加 藤 裕 之 厚岸味覚ターミナル・コンキリエ 取締役支配人   

2 車 塚  洋 厚岸町生涯学習課 課長 欠席 

3 千 葉 隆 行 B&G海洋センター 所長   

4 工 藤 吉 治 認定 NPO法人霧多布湿原ナショナルトラスト 事務局長 欠席 

5 仲 岡 雅 裕 北海道大学厚岸臨海実験所 所長 欠席 

6 河 内 直 子 Amamo Works  代表   

7 渕 本 浩 之 厚岸町立厚岸小学校 校長   

8 蠣 崎 浩 一 厚岸町立厚岸中学校 校長   

9 安 藤 義 秀 厚岸町観光協会 事務局長   

10 菅 原 卓 己 厚岸町海事記念館 館長 欠席 

 

 

 

１ 開会の言葉 

 

２ 委員長選出について  

   

３ 委員長挨拶 

 

４ 議事 

     

議案第１号 令和６年度ネイパル厚岸運営体制について 

 

議案第２号 令和５年度及び令和６年度第１四半期活動報告 

 

議案第３号 令和６年度運営計画と取組について 

 

その他 

 

５ 閉会の言葉 

    

  



〇委員長選出について  

  

・運営協議会事務局より、コンキリエ加藤支配人を委員長に推薦 

 

〇議案第１号 令和６年度ネイパル厚岸運営体制について 

 

 ・運営協議会事務局より、今年度の運営体制について報告 

 ・運営委員からの質疑なし 

 

〇議案第２号 令和５年度及び令和６年度第１四半期活動報告 

 

 ・事務局より報告 

   

・R5年度及び R6年度第一四半期までの主催事業実施報告 

   

・R5年度の新たな取り組みに関する実施報告 

   

・防災プログラムについて 

   

・動画を活用したアクティビティ説明 

   

・アウトリーチ実施状況 

   

・施設利用状況の推移 

   

・R5年度利用者満足度調査結果 

   

・ボランティア登録者数の推移 

 

 ・運営委員からの質疑、意見 

 

  ・環境レスキューの参加者が例年より少なかった。 

不足の要因についてどのようなことが考えられるか？ 

    ‐現在調査を進めている 

    ‐釧路で行われるイベント（霧フェス）が要因の一つか？ 

   

・館内の Wifi環境について。タブレットを使用した学習を進めているが、 

 研修室や宿泊棟で使用できない場所があった。 

‐中継器含め NTTに依頼する 

 

・食事の内容及び成分表がわからない。事前にわかると便利か。 

  ‐問い合わせがあった場合には献立を送るが、公開はしていない 

‐ホームページ上で献立を公開する 

 

・閑散期の利用について。個人では場所的に来づらいため、 



団体へのアプローチを強化できれば。 

 

・閑散期の利用について②。夏に行った事業を冬 Verにして開催する事で、 

冬のネイパルの特色を生かせるのではないか？ 

 

・合宿誘致を強化していきたい。B＆Gとの相互送迎などの可能性について 

検討したい。 

 

 

〇議案第３号 令和６年度運営計画と取組について 

 

 ・事務局より報告 

   

・R6年度実施事業について 

   

・R6年度の目玉（キャンプ場オープン、新規アクティビティの開始等） 

   

・新規アクティビティについて 

   

・キャンプ場オープンについて 

 

 ・運営委員からの質疑、意見 

 

  ・キャンプ利用で予備宿泊室があるのは初心者でも安心感につながるのでいいのでは。 

   

  ・観光協会と連携し、情報発信を強化していければ。 

 

  ・キャンプ情報誌にネイパルキャンプ場を掲載することで、より多くのキャンパーの目に

触れることができるのでは。 

    ‐過去掲載してもらっていたことがある。 

    ‐次年度以降は掲載依頼をかけたい。 

 

  ・全国的にキャンピングカー利用が増えている。誘致を強化してはどうか。 

 

  ・あえて時期をずらすのも面白い。冬キャンプもできるのでは？ 

 


